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　　　　支部長就任にあたって

　　　　　　　　　　　      　荒  川  恒  子
　
　2014 年 5 月末の役員改選にあたり、支部

長に就任いたしました。これから 3 年間に渡

り、目前の任務を全うするだけでなく、第二

次大戦の荒廃の爪痕をまだ残す 1949 年に端

を発する、本協会設立の意義を踏まえて、日

本支部が更なる貢献ができるよう、役員一同

と共に励む所存でございます。なお支部長就

任は、実に 3 度目となり、前支部長金澤正剛

氏と並び、最も長い期間に渡る任務を拝命す

ることとなりました。

　今回の布陣は選挙による役員 7 名に加え、

2 名の方の御尽力を仰ぐことといたしました。

副支部長および、ニューズレター編集を兼務

していただく林淑姫さん、二人三脚で歩むの

も3度目になる事務局長の長谷川由美子さん、

会計には金澤前支部長のもとで、着実な仕事

振りを示された小倉洋子さん、アドレスはあ

っても、委員が常駐していなかった事務局を、

事務局長補佐として守ってくださる、東京音

楽大学付属図書館の稲葉良太さん、さらに支

部の重要な活動と位置付ける例会担当には伊

東辰彦さん、岸本宏子さんのヴェテラン、お

よび昭和音楽大学附属図書館勤務を経て、現

在では同大で図書館学を学ぶ学生の指導にあ

たっておられる金井喜一郎氏の協力を仰ぐこ

ととなりました。そして真っ先に仕事を始め

てくださったのは、ホームページ担当の佐藤

みどりさんです。ニューズレターだけではお

伝えできないホットな情報は、ホームページ

で御確認いただけるように、役員一同はすで

にニューズを交換しあっております。

　日本支部は目下定期的に例会を開催し、ニ

ューズレターを発行しています。国際大会に

は、毎年複数のメンバーが出席し、発表等を

行っています。本部からのお問い合わせ等に

も、きちんと回答をしております。今後は音

楽に纏わる知的財産を共有し、利用に供すべ

き本協会の動きに、一層コミットできるよう、

日本支部の抱える課題を前進させ、次世代に

受け渡すことが、3 度目の支部長としての私

の務めと覚えます。よろしくお願いをいたし

ます。　　　　　　　　　   （あらかわ つねこ）
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第 56 回研究例会・「音楽博物館」　を考える

音楽図書館から音楽博物館へ
　―民音音楽博物館開館 10 周年を迎えて―

　　　　　　　　　　　　　 　上 妻 重 之

　　　　　　　　　　    　（民音音楽博物館館長）

はじめに
　博物館とは、資料収集・保存・調査研究、展示、

教育普及といった活動を一体的に行う施設であ

り、実物資料に教育的配慮を加えて、人々の学

習活動を支援する知の楽しみを提供する機関と

しても、重要な役割を果たしている。また、博

物館は、歴史や科学博物館をはじめ、美術館、

動物園、水族館などを含む多種多様な施設であ

り、平成 23 年 10 月現在、博物館法上の「登

録博物館」が 913 館、博物館法に準じた「博

物館相当施設」が 349 館、博物館法の適用外

となる「博物館類似施設」が 4485 館、合計で

5747 館ある。ちなみに、当館は「音楽」を主

題とする歴史博物館であり、東京都教育委員会

に登録された登録博物館である。したがって、

館長、学芸員の必置や、年間 150 日以上の開

館等の条件が課せられた博物館でもある。

沿 革
　 民 音 音 楽 博 物 館 は、2003 年 12 月 25 日、

東京都より登録博物館として認可され、翌

2004 年 5 月に開館した。その前身は財団法人

民主音楽協会（通称民音、1963 年 10 月 18

日創立）の創立 10 周年記念事業として設立さ

れた民間音楽ライブラリー「民音音楽資料館」

である。以来今日まで一般の音楽愛好家の方々

から専門家、諸研究機関、マスコミ等、これま

でに 40 万人を超える方々に幅広く利用されて

きた。

   当館が、この 40 年間にわたり収集、保存し

てきた貴重な世界の音楽文化遺産や関連の諸資

料は、およそ 30 万点に及ぶ。そして、音楽資

料館から音楽博物館へと移行した。それは、音

楽資料の有する多様性を考えた時、いわゆる知

的財産の共有・公開の方途として博物館が最も

理解され易い社会教育機関であると考えたから

である。

施設の概要
　民音音楽博物館は、1、2 階部分が、展示ス

ペース、地下１階に、収蔵庫と音楽ライブラリ

ーがある。地下２階には、ミュージアム・ホー

ルが付設されており、企画展関連の特別講演会

やワークショップの他、小中学生の総合学習、

大学生の諸研修（学芸員見学研修・博物館実習・

テーマ研修など）等の教育支援活動が行われて

いる。

   1 階メロディーホールでは、「オーケスト

リオン」（自動演奏パイプオルガン / ドイツ、

1900 年製作）の演奏（1 日 1 回）が行われる。

また、昨年 12 月より、偶数月の第一土曜日に

若手演奏家の演奏機会の提供、育成に寄与する

ことと、当館を拠点とした地域の文化の活性化

に寄与することを目的とした「民音サロンコン

サート」を開催している。

   ２階は、４つの展示室を配したミュージアム・

フロアで、３つの「常設展示室」（古典ピアノ室・

オルゴール展示室・楽器展示室）と「企画展示

室」からなる。

収蔵資料について
当音楽博物館の収集対象は、

１．楽器類。なかでも西洋楽器（芸術音楽）を

象徴する古典的鍵盤楽器（チェンバロやフォル

テピアノ等）と世界の民族楽器。

２．音楽の普及に主要な役割を果たしてきた自

動演奏楽器（オルゴールや自動演奏ピアノ、オ

ートマタ等）や初期の蓄音機類。
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                                                           　筆 者

３．日本の洋楽移入期から今日までに発刊・製

作されてきた各種関係資料（音楽を主題として

描かれた錦絵、明治・大正期の唱歌・童謡や諸

楽譜等）である。

　当館のいう古典的鍵盤楽器とは、18 世紀初

頭に誕生し、19 世紀にかけて洗練され、今日

的ピアノへの発達史が理解されるフォルテピア

ノと歴史的鍵盤楽器群を指す。

　この古典ピアノや自動演奏楽器の実演が当館

の大きな特徴の一つでもある。「ピアノは演奏

して生きるんだ。飾っておくだけではなく、館

を訪れた皆さんに音色を聴かせてあげてはどう

か。歴史的な遺産はいつまでも生きていなくて

はならない」との創立者の提案がきっかけとな

り、1983 年 5 月から実演を行い、いまなお、

続いている。

最後に、日本における西洋音楽移入期（幕

末～明治・大正期）に関わる諸資料であるが、

これこそ当音楽博物館の重要な収集分野ともい

えよう。

　音楽を主題として描かれた錦絵・唱歌双六

（天保～大正・昭和期）をはじめ、竹久夢二画

の表紙絵を有するセノオ楽譜（大正期）、青い

鳥楽譜他明治期発行の各種音楽教科書（「小学

唱歌集」明治 14 年、「音楽指南」明治 17 年な

ど）まで日本音楽教育黎明期の貴重（稀覯）書

を所蔵。2007 年には「竹久夢二と大正浪漫の

世界―セノオ楽譜装画が語る」と題して、また

2013 年には「日本の唱歌を訪ねて―いつまで

も歌い継がれる心に残る歌―」と題した企画展

等を公開している。

音楽資料館から音楽博物館へ
　最初に述べた通り、当館の前身は、音楽資料

館という音楽の専門図書館である。従来の音楽

資料館は、音楽図書、楽譜、録音・映像資料を

中心とするライブラリーで、これは、利用目的

を持った方々を対象とした社会教育機関といえ

る。しかし、博物館は、不特定多数の方々が、

それぞれの感性で来館される。したがって、同

じ社会教育機関でも、館の収蔵資料を、実物の

まま、または、教育的に配慮（加工）して展開

することにより、誰にでも見て頂ける、理解し

て頂けるようにするという違いがある。紙と文

字で学んできた図書館の資料を、視覚で表現す

ることも必要とされる。たとえば、音楽家の生

涯と作品を、目に見える形で表現する―その音

楽家が、自身の音楽を誕生させるまでのすべて

の情報を目に見える形で表現していく。これが

博物館の仕事である。（当館では、これまでに、

山田耕筰や齋藤秀雄、藤原義江、モーツァルト、

リストなどを取り上げてきた）

　当館は、音楽博物館である。だからこそ、当

館が所蔵している、種々の楽器や歴史的蓄音機、

オルゴールなどの実物資料は、単に見せるだけ

ではなく、ものによっては触らせたり、聴かせ

たり、と生きた音楽資料を楽しんで頂けるよう

な博物館にしたいと考えている。

   実は、公的な博物館として認可を受けること

は、当館が現在の信濃町に移転して以来の念願

でもあった。

　開館以来、地道に資料収集を続け、国内外の

音楽資料が 30 万点を超えたこともあり、社会

に開かれた資料館として、「音楽書や楽譜など

紙の資料」を中心としたライブラリーから「楽

器などの立体資料」を含む多彩な音楽博物館へ、
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　　　　　　　　　　古典ピアノ「シュトローム」( イタリア　1793）

との願いが、2004 年 5 月 18 日、音楽資料館

の設立 30 周年の節目に、「民音音楽資料館」

から「民音音楽博物館」と改称し、「常設展示」

と「企画展示」を更に充実し、博物館としてス

タートすることが出来たのである。

　現在、期間ごとにテーマを決めて開催する多

彩な企画展示や、夏休みに合わせて、子供たち

に焦点をあてた企画など、新たな感動と発見

を呼び覚ますような充実した展示を目指してい

る。この 10 年間で、35 回の企画展（特別展）

を開催してきた。（なお、展示活動は、音楽資

料館時代も開催しており、1997 年に現在の信

濃町に移転してより、累計５７回の展示を開催

している。）

　なお、1997 年、信濃町に移転して以来、当

館の展示の見学に訪れた方々は、現在 168 万

人を超えている。

結びに  ―今後の課題と目指すもの―
　2 年前の「博物館雑誌」に掲載された論文の

中に、戦前にわが国で勃興した音楽博物館建設

運動について触れていた箇所があった。

　そこには、「1939 年当時、我が国には体系

的に組織された音楽博物館はなかった。それ故

紀元 2600 年記念事業として音楽博物館を建設

すべく、音楽博物館建設準備委員会が発足し

た」とある。その中心となった人物が、音楽学

者の田邉尚雄氏であったことは、当館も知ると

ころである。実は、当館には田邉尚雄氏のご子

息であられた秀雄氏より、尚雄氏の文献を中心

とした貴重な資料を数年前にご寄贈いただいて

いる。その資料の中には当時作成された「音楽

博物館建設趣意書」並びに関係書類が含まれて

いる。おそらくは、日本における音楽博物館の

構想は、ここに端を発していると思われる。た

だ、残念なことに、その後、何回かの音楽展覧

会を開催したのち（東洋音楽研究の第 2 巻第 4

号には、音楽博物館準備委員会は暫く開催され

なかったが、本年（昭和 17 年）3 月 3 日開催

され、その後常務委員会も暫し開催し、今年度

の計画に対して相談を行った。との記述がある）

戦争の為か、その後の詳細は不明となり残念で

ある。

　ただ、大変興味深いのは、建設委員会発足当

時の「東洋音楽研究」第 2 巻第 1 号（昭和 14

年 6 月 20 日発行）には、「音楽博物館建設運

動起る」との見出しで、記事が発表されており、

その中に、『暫定的な仕事として、

（１）建設準備の為の陳列品並に調査目録の作

成

（２）世界各国の楽器民族楽器の購入寄贈寄託

其他一切の収集

（３）各国楽書楽譜レコード参考物品の購入寄

贈寄託其他一切の収集

（４）陳列方法の研究

（５）講演会演奏会の開催刊行物の発行

（６）資金の募集の各項を委員が分担して行う

　との記述があり、その内容は、当館が行って

いることとほぼ同じであり、大変興味深い。

　さて、現在、日本国内には、約 6000 近い博

物館が存在しており、その中で、音楽系の博物

館は、およそ、50 館程度だと思われる。

　その中で、当館は博物館の分類上は歴史博物

館であり、特に音楽の専門博物館である。

　しかしながら、一般的には、楽器博物館の一

種とみられているようだ。
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　常に楽器を展示しているのは確かなので、あ

　　　　　　　　　　　　　　

「音楽博物舘」建設趣意書冒頭（1939）

ながち間違いとは言い難いところもあるが、本

来、当館が目指すところは別のところにあると

いうことを、もっとアピールする必要があると

いうことだろう。また、音楽博物館として、ま

だまだ認知度が低いことも否めない。館のミッ

ションをどうアピールしていくか、広報力のア

ップも含め今後の課題といえよう。

　いずれにしても、音楽は聞いた瞬間に、人々

の心を平等にする。大切な人と一緒に聴くこと

で感動を分かち合うことも、勇気をもらうこと

もできる。私たちはあの東北大震災以後、財団

と被災３県の民放ラジオ局、TBS ラジオの５社

共催で現在までに 28 回の東北希望コンサート

を行ってきて、そのことを強く実感してきた。

当館では、年に 10 名前後の、学芸員を目指

している博物館実習生を受け入れている。その

学生たちに実習終了後、必ず「音楽博物館の使

命と課題」と題してレポートを書いてもらって

いる。その中に「民音音楽博物館は、人と人と

を結ぶ博物館だと思いました。そこに他にはな

い未来を感じます」とあった。

　これは、ある意味、音楽が持つ「人の心と心

を結ぶ力」がなせる技ではないかと考えている。

私たちは、これからも「音楽」を大事にしなが

ら、「音楽が人間に与える影響力」、「人間性を

呼び覚ます “音楽の力”」を、民音音楽博物館

の発信すべきテーマと捉え、研究努力を重ねて

いきたい。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　（こうづま しげゆき）

＊民音音楽博物館では、「音楽博物館の先覚者ー知の巨人田

邊尚雄」展を開催中です（ｐ .18「事務局だより」参照）　

第 56 回研究例会・「音楽博物館」　を考える

　

音楽博物館の存立基盤を探る
 　
     　－ポピュラー音楽系小規模展示施設の

     　 日米比較から－

　　　　　　　　　　　　　 　 山 田 晴 通

　　　　　　　　　　　　　　（東京経済大学）

　本報告は、ここ数年にわたって発表者が取り

組んできた、ポピュラー音楽系を中心とした音

楽博物館、特に小規模な展示施設に関する日

米比較研究の概要を紹介するものであり、研

究内容の詳細については、既発表の関連論文

を参照していただきたい（山田，2011; 2012; 

2013）。

　また、この記事は、例会における発表に際し

て事前に準備した資料に基づいて再構成してお

り、特に最後の方の議論については、当日の実

際の発表では時間の関係で十分に言及できず、

駆け足に通り過ぎた内容も含んでいることをご

了解いただきたい。

米国におけるポピュラー音楽関係展示施設の状
況
　ポピュラー音楽の分野において常に世界を主

導してきた米国には、大規模なものを含め、ポ

ピュラー音楽を主題とする充実した音楽博物

館、ないし、音楽関連の展示施設が、多数存在

している。インターネット上の検索などによっ

て確認される展示施設は、数え方によって多少

の変動はあるものの 25 施設以上に達し、また、

実際にはさらに数多くの施設が存在するものと

推測される。

　米国の諸施設は、おおよそ規模に応じる形

で、大きく 3 つの類型に分けて理解すること

が出来る。ただし、この 3 類型に括られない

例外的施設も存在する。小規模施設なものから
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大規模なものへ、類型 I 〜 III として分類する

と、最も小規模な類型 I に分類されるのは、か

つての録音スタジオ施設や、著名な音楽家の住

居などの現場に設けられた展示施設である。展

示施設に用いられている建物は、当初の建築が

そのまま保全されている例もあれば、いったん

他の用途に転用されたり、取り壊された後に復

元されたり、本来の所在地から解体、ないし、

曳家によって移設されたものもある。こうした

小規模施設においては、ガイド、ないし、「語

り部」の役割が大きく、ガイド付きツアーの形

で施設内を見て回ることになる場合がほとんど

である。

　これが、典型的には、概ね 1500 ㎡以上の建

物を構えるような、類型 II の中規模施設とな

ると、類型 I とは異なって史跡の現物・現地と

いった「現場」に立地することはなく、また、

展示方法も、ガイドに依存しない説示的展示が

取り組まれるようになる（ガイドがいないとい

うことではない）。また、類型 I では未発達で

ある教育・研究部門が成立し、学校などへのア

ウトリーチ活動にも取り組まれるようになる。

さらに、特定音楽業界団体などを背景にもつ大

規模施設など、類型 III に分類される大規模施

設となると、ロックの殿堂博物館（クリーブラ

ンド）やカントリー音楽の殿堂博物館（ナッシ

ュビル）のように、その立地には都市レベルで

　　　　　　　　　　　
カントリー音楽の殿堂博物館（ナッシュビル）

の正統性はあっても、基本的には集客指向で場

所が選ばれ、施設が新設されることになり、教

育・研究部門は、業界団体の支援も受けて充実

したものとなる。

　3 類型から外れた例外的存在であるグレイス

ランド（エルヴィス・プレスリーの住居：メン

フィス）は、類型 I と III の特性を兼ね備えて

いる。また、ハンク・ウィリアムズ博物館（モ

ンゴメリー）は、立地の正統性を欠いた（都市

レベルでしか正統性がない）小規模施設である。

 日本における音楽関係展示施設の状況
　日本には、米国の類型 III に匹敵する内容を

もった音楽博物館は存在していない。また、言

葉の定義にもよるが、「ポピュラー音楽」に特

化したものとなるとさらに数が限られる。日本

の代表的な音楽博物館である民音音楽博物館と

古賀政男音楽博物館は、米国の類型 II に相当

する規模と見受けられるが、他の施設は、ほと

んどが米国の小規模施設相当の域を出ない。

　「音楽」の中身を必ずしもポピュラー音楽に

限定せず、また、一般的には詩人、文学者と見

なされている個人物であっても、一定以上の作

詞家としての実績がある者は対象に含めるとい

った形で検討対象を上積みしても、日本の音楽

関係展示施設の大部分は、作曲家、作詞家、歌

手などの個人記念館であり、その多くは、出身

地など所縁の地に小規模な施設が設けられてい

るものである。米国の類型 I で見られた、スタ

ジオ跡が展示施設となっている例は日本には皆

無であり、個人の住居跡も少数に留まっている。

こうした個人記念館の多くは、都市レベルでし

か正統性がない場所に、あるいは建物を新築し

て、あるいは既存の保存建築物などに入る形で

開設されている。星野哲郎記念館（周防大島）

は前者の、松島詩子記念館（柳井）、藤原義江

記念館（下関）、村田英雄記念館（唐津）など

は後者の事例である。
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　さらに日本には、本来は縁故地とは見なされ

ないような場所に、ほとんど立地の正統性がな

い状態で成立している個人記念館も少なからず

存在する。サトウ・ハチロー記念館（北上）は、

集客に有利な、桜の名所に隣接する立地を選ん

で東京文京区にあった旧宅跡から現在地へ移転

してきたものであり、日本シャンソン館（渋川）

や、ダークダックス館林音楽館などは、開設の

中心となった関係者の地元で、土地などを確保

できたことが立地の大きな理由となっているよ

うである。

小規模展示施設の日米比較
   米国の類型 I の施設においてはガイドの役割

が重要であったが、ほとんどの日本の施設には、

ガイドが存在していない。日本の施設でガイド

の役割が大きい例は、楽器等の実演が展示の要

素として大きい施設にほぼ限られており、中規

模施設である民音音楽博物館や、ここでは検討

対象としていないオルゴール博物館の類に事例

が見出される。

　また、類型 I はいずれもスタジオ跡か住居跡

といった「現場」に展示施設が成立していたが、

日本ではそのような事例はごく少数の例外とな

っており、むしろ米国では例外的な存在であっ

たハンク・ウィリアムズ博物館のように、都市

レベルでしか立地の正統性がない施設が大部分

を占めている。

　米国の事例では、個々の施設としては小規模

であっても、他の展示施設との連繋をとり、ネ

ットワークの一環として集客効果を高める試み

や、周辺の正統性を帯びた史跡等との連続性を

演出する試みが取り組まれている。しかし、日

本の事例では、必ずしも積極的、効果的に、類

似の取り組みが行なわれている例は、ほとんど

見受けられない。孤立した展示施設としてでは

なく、ネットワークの一環となることが観光資

源としての価値を高め、存続の可能性を引き上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　エルヴィス・プレスリーの生家（テュペロ )　

　　中ではプレスリーの従妹がガイド / 語り部として待機している
　

げることを考えれば、こうした側面では米国の

事例に学ぶべきことは多い。

　また、地域の教育現場との連携や、アウトリ

ーチの努力などは、米国でも小規模施設にとっ

ての課題として残されているが、それ以上に、

日本の事例では克服すべき課題が山積されてい

ると見るべきであろう。また、商業性を帯びた

ものを含めた、音楽演奏活動への場の提供など、

音楽文化の現場との連携については、中規模施

設である民音音楽博物館や古賀政男音楽博物館

では積極的に取り組まれているものの、小規模

施設によるしっかりとした取り組みは、限定的

なものにとどまっている。

小規模音楽博物館の存立基盤を考える
   音楽に関する主題の展示施設に限ったことで

はないが、日本における小規模施設を支える柱

となっているものには、大別すると「郷土の偉

人」を顕彰したいという地理的地域性に根差し

た取り組みと、主題となる顕彰に対象者個人を

支持する情熱に起因する取り組みのふたつがあ

る。もちろん両者は重なり合う部分も含んでい

るが、一般的には、前者が自治体からの公的支

援が受けやすいといった事情から、世代を超え

て継承される可能性が高く、永続性をもってい

るのに対し、後者は特定個人や特定世代に限ら

れた、時限的な制約を抱えているという意味で、

対称的な側面をもっている。
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　地域における「郷土の偉人」としての顕彰は、

その業績への評価が定まってから始まるもので

あるが、実際にどんな時期に施設開設への動き

が始まることが、施設の持続的発展に寄与する

のかを考えると、タイミングの見極めは難しい。

また、地域内の関係団体などの動向のみならず、

近隣自治体に同種の施設がいち早く開設された

際に、それとの「張り合い」が、当該自治体に

おける施設開設を加速させるといった事情も、

しばしば観察される。自治体が直接施設を設置

する場合であれ、何らかの支援を行なう場合で

あれ、最終的には、税金からの金銭的な負担を

有権者が納得するか否か、あるいは、どのよう

に納得させるかが、個別の事例において注目さ

れるポイントのひとつとなる。また、自治体が

所有する形態をとる場合などには、2003 年に

導入された指定管理者制度の活用なども課題と

して重要になってくる。

   一方、地域性に依拠しない支持者の情熱は、

上述のように縁故地ではない場所に展示施設を

実現することもあるほど、展示施設の開設や運

営にとって重要なものである。しかし、特にポ

ピュラー音楽の場合、その本質的な商業性を考

慮すれば、主題に対する社会的支持は、ある意

味では現役時代の全盛期を頂点として、長期的

に減衰していくことにならざるを得ない。した

がって、顕彰施設の永続的な存続のためには、

新たな世代の支持者を獲得する取り組みがそこ

に組み込まれなければならない。

日本の小規模施設≒個人記念館の課題
　現状において、日本における音楽系展示施設

の大部分を占める個人記念館の多くは、（特に

作曲家や作詞家の場合）死後も一定期間見込

まれる印税収入に対する税金対策としての側面

や、各種の賞牌や創作のための資料、舞台衣装

など、なかなか粗末に扱い難い品々（故人であ

れば遺品）への対策としての側面をもっている。

こうした施設が永続的に存続するためには、自

治体などからの公的支援と、支持者の情熱の双

方を動員する取り組みが必要であり、特に、新

たな世代の支持者を獲得する取り組みが強く求

められる。

　開設時の事情の中で、施設を成立させた力や

思惑がどのようなものであったとしても、より

長期的な視点から、地域社会や愛好家コミュニ

ティの支持を確固としたものとし、さらに進ん

で、より一般的な観光資源としての価値を高め

ることを目指す努力が、こうした小規模施設に

は特に強く求められる。そのためには、「個人」

記念館からより広い文脈の中での歴史文化博物

館へと脱皮していくことを目指し、また、展示

施設としての旗を掲げることで、より広く収集

を拡充させることを目指す「コレクティング・

ミュージアム」という発想に基づく取り組みが

期待される。

関連論文（いずれもネット上に公開されています）

・山田晴通 (2011)：米国のポピュラー音楽系博物

館等展示施設にみるローカルアイデンティティの

表出とその正統性．人文自然科学論集（東京経済

大学），130，pp.155-187．

・山田晴通 (2012)：規模と立地からみた米国のポ

ピュラー音楽系博物館等展示施設の諸類型．人文

自然科学論集（東京経済大学），132，pp.27-54．

・山田晴通 (2013)：立地からみた日本のポピュラ

ー音楽系博物館等展示施設の諸類型．人文自然科

学論集（東京経済大学），134，pp.3-23．

【追記】 本報告の一部は、7 月 18 日、IAML アントワ

ープ国際大会において口頭発表された（英語）。発表

演題 "Displaying Popular Music: a Comparative Study       

on Small-scale Museums in the US and Japan"　　

　                                 　         　　　　　                

                                               
 （やまだ はるみち）
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第 56 回研究例会・「音楽博物館」を考える

例 会 傍 聴 記

　　　　　　　　　　　　　　   加 藤 信 哉
　　　　　　　　　　　　（筑波大学附属図書館）

　　　　　　　　　　　　　　

IAML 日本支部第５６回研究例会は「音楽博

物館を考える」をテーマとして 2014 年 6 月 8

日（日）に IAML 日本支部 2014 年総会の後に

開催された。初めに司会の林淑姫さんから，音

楽博物館は音楽図書館の類縁機関であり，資料

の保存の展示については共通の課題を持ってい

るが，IAML 日本支部ではほとんど取り上げら

れなかった。音楽博物館の成立と活動について

展示の内容も含めて議論をしたい，との趣旨説

明があった。

続いて「音楽図書館から音楽博物館へ―民

音音楽博物館開館 10 周年」と題して上妻重之

さん（民音音楽博物館）から講演があった。上

妻さんは配布資料 1) に基づき，博物館の概念，

民音音楽図書館から民音音楽博物館への移行の

経緯，民音音楽博物館の施設と事業概要，今後

の課題とめざすものの順で講演された。

文献資料の利用という入館者の目的がはっ

きりしている音楽図書館に比べて，リクリエー

ションの場としての性格を持つ音楽博物館は不

特定多数で多様な感性を持つ入場者の誰でもが

理解できるように表現し，見せるために視覚に

訴える必要がある。実物は生きた音楽資料であ

り，子供たちにとってはさわれることが大事で

ある。展示のために作成されるパネル等の資料

は巨大で展示が終わると，解体して収蔵庫に保

存することになるが，評判の高い展示，例えば

「日本音楽教育の曙―伊澤修二展とその業績」

は展示資料そのものの借用があった。また，戦

前に皇紀 2600 年を契機として，音楽学者田邊

尚雄を中心とした音楽博物館設置の動きがあっ

たが，実現に至らなかったことが紹介された。

なお，田邊尚雄，秀雄親子のコレクションが民

音音楽博物館に寄贈され，平成 26 年度企画展

を予定しているとの報告もあった。民音音楽図

書館，民音音楽資料館とともに歩んだ当事者な

らではの苦労話やエピソード等興味深いお話で

あった。

　次に山田晴通さん（東京経済大学）から「音

楽博物館の存立基盤を探る―ポピュラー音楽系

小規模展示施設の日米比較から」と題して講演

があった。山田さんの講演は科学研究費に基づ

く現地調査の結果をまとめた既発表の論文等に

基づくものであった 2)。山田さんはアメリカに

おけるポピュラー音楽博物館，日本における同

種の施設，日米の小規模音楽博物館の比較，ア

メリカから学べること，日本の小規模博物館を

支えているものの俯瞰的な検討の順で述べられ

た。

2010 年以後に訪問したアメリカの中西部以

東と南部の16を超える音楽博物館を小規模（類

型Ⅰ），中規模（類型Ⅱ），大規模（類型Ⅲ）に

区分した。類型Ⅰはスタジオや対象となってい

る音楽家の住居が転用され，ガイドによる説明

が多い。類型Ⅱは研究教育部門を持ち，ガイド

に依存しない音声ガイドによる説明展示が行わ

れている。日本では音楽博物館に登録されるも

のは４館でポピュラー音楽博物館は古賀政男音

楽博物館のみである。範囲を広げてみると作詞

家，歌手などの類型Ⅰに当たる小規模な音楽家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　2014.6.8　　　
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 国際音楽資料情報協会（IAML） 日本支部
         2014 年総会議事録

日 時：  2014 年 6 月 8 日 ( 日 )13 時 30 分 -15

時

会 場：  東京芸術劇場ミーティングルーム 5

出席者：　荒川恒子、稲葉良太、小倉洋子、加

藤信哉、岸本宏子、栗林あかね、佐々木勉、佐

藤みどり、田島克実、藤堂雍子、長谷川由美子、

山田晴通、山本宗由、林淑姫、東京音楽大学付

属図書館、民音音楽博物館音楽ライブラリー

委任状提出 :　天野裕介、飯山かおり、伊藤真

理、植田栄子、加納マリ、金井喜一郎、金澤正

剛、上法茂、久保田慶一、関根和江、関根敏子、

土田英三郎、寺本まり子、中西紗織、樋口隆一、

平岩寧、細田勉、正木光江、三田智子、美山良

夫、柳原和音、大和紘子、米田かおり、劉薇

上野学園大学音楽・文化学部図書館、エリザベ

ト音楽大学附属図書館、大阪芸術大学図書館、

国立音楽大学附属図書館、昭和音楽大学附属図

書館、同朋学園大学部附属図書館、フェリス女

学院大学附属図書館、明治学院大学図書館付属

日本近代音楽館

会員総数 (2014 年５月末現在）：  74( 個人会員

58、団体会員 16)

Ⅰ　開会挨拶　　荒川恒子副支部長

Ⅱ　議長選出　　佐々木勉氏

Ⅲ　総会成立の確認

　   出席者 16 名、委任状提出 32、合計 48。

　　会員総数 74 の過半数に達し、総会成立

Ⅳ　議案審議

 １. 2013 年活動報告 ( 資料①）　　　　【承認】

　 (1) 会員の異動

　　  新規会員 : 天野裕介氏、大和紘子氏、山

　　　　　　　  本宗由氏    　

博物館が多い。その大半は出身地等の縁故のあ

る所に小さな施設が設けられている。アメリカ

のようなガイド（語り部）がいる施設は非常に

少ない。小規模施設は自治体あるいはファンと

しての個人が支えている。自治体が公的に支え

る場合は永続性がある。ファンが支える場合に

は新たな世代の支持者の獲得が必要である。個

人博物館から歴史文化博物館への脱皮が様々な

レベルで試みられている。この場合，地域のコ

ミュニティからの支持や新世代を獲得する試み

を行い，観光資源としての価値を高めるという

アプローチが必要であろう。また，その存在を

主張していると価値のあるコレクションが後で

集まってくる「コレクティング・ミュージアム」

というコンセプトは，今後の小規模音楽博物館

の在り方を考えるうえで魅力的であるとの説明

があった。写真を多用した豊富な事例の紹介に

ついて，時間があればもっとゆっくり聞きたい

という感想を強く持った。

　今回の研究例会はわが国を代表する音楽博物

館の一つである民音音楽博物館の詳細な事例報

告と米国及び日本のポピュラー音楽系博物館等

展示施設のフィールドワークに基づく類型化と

具体的な紹介，日本での今後の展開についての

主張であったが，今後の音楽図書館における展

示と保存を考える上で大きな示唆を与えるもの

であったといえよう。

註

1) 資料①『民音音楽博物館館報』第 10 号 （平成

26 年 5 月   「民音音楽博物館が開館 10 周年」）

資料②　田邊尚雄「音楽博物館建設の趣旨」（『自

然科学と博物館』第 10 巻第 117 号　昭和 14 年

9 月　pp.3-4.

資料③　音楽博物館一覧

2)  山田晴通氏のいくつかの論考についてはご自

身が前項で挙げておられる。p.8 参照
               

　　　　　　　　　　　 　　 　
（かとう しんや）
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　　  退会 : 竹内道敬氏、手代木俊一氏、大阪

　　　　　  音楽大学音楽博物館

  (2) 日本音楽学会「日本の音楽資料」調査委

員会

　2009 年、2011 年、2012 年と続けられた

文化庁委託・日本音楽学会「日本の音楽資料」

調査は、アンケートに基づく基礎調査を終了、

2013 年は、2015 年春に予定されている国立

国会図書館のサイトでの公開に向けて、システ

ムの検討並びにデータの最終検証のための活動

を続けた。秋には日本音楽学会全国大会で「日

本の音楽資料」に関するシンポジウムを行った

(11 月 3 日）。国立国会図書館最終データ提出

締切りの本年秋まで作業を継続。

  (3) RILM 委員の交代

　長谷川由美子委員退任。新委員に稲川香於里

氏（東京音楽大学付属図書館）を選出

２. 2013 年会計決算報告並びに会計監査報告

　  ( 資料②）　　　　　　　　　　  　【承認】

     ・国際大会参加補助基金

　　大和紘子氏（昭和音楽大学附属図書館）   

         * ウィーン国際大会参加助成

３. 2014 年活動計画 （資料①）　　　  【承認】

４. 2014 年予算案 （資料③）　　　　  【承認】

５. 役員選挙 2014 報告・発表

　　　　　　　　　　　選挙委員長  加藤信哉

   2014 年役員選挙は 3 月 31 日付公示、候補

者の推薦受付を経て、４月 27 日より本選挙（郵

便）、5 月 18 日投票が締切られた。5 月 24 日

に行なわれた開票の結果、当選者は次の通りで

ある。投票数 34( 有効投票 32）、投票率 46%。

支部長        荒川恒子

副支部長　 林淑姫

事務局長     長谷川由美子

役  員         伊東辰彦　稲葉良太　小倉洋子

　　　　　　　岸本宏子

なお、今回の選挙委員会は、加藤委員長、

佐藤みどり、栗林あかね委員の 3 名によって

運営された。

Ｖ  議長解任

Ⅵ　新支部長挨拶および新役員会紹介

       荒川恒子　　　　支部長

       林淑姫　　　　　副支部長、ニューズレタ

　　　　　　　　　　ー担当

       長谷川由美子　　事務局長

       稲葉良太　　　　事務局長補佐 

       小倉洋子　　　　会計 

　　佐藤みどり　　　ホームページ担当、会計

　　　　　　　　　　補佐

　　岸本宏子　　　　例会担当

　　伊東辰彦　　　　例会担当

　　金井喜一郎　　　例会担当

　　加藤信哉　　　　会計監査　　　【承認】　

Ⅶ  アントワープ国際大会代表出席者

　    荒川恒子支部長

その他

　2013 年度のホームページ更新が遅滞気味で

あったことに対し、長谷川事務局長より報告と

謝罪。最新更新は本年 6 月 6 日。

意見と討議

・会員に現職の図書館員が少ない。理由として

は現職の図書館員を引き付けるような企画が考

えられていないのではないか。今後現職の図書

館員の入会促進を図るべきである。　

・学生会員制度の設置および学生会員の年会費

軽減について検討されたい。

・会員間のメーリングリスト作成を望む。

　上記について、引き続き役員会で検討される

ことになった。

　　　　　　　　　　　 ( 文責・長谷川由美子 )
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資料① 2013年活動報告および 2014年活動計画

 2013年活動報告 2014年活動中間報告及び予定 
国際大会 ウィーン国際大会 2013年7月28日-8月2日 

出席者：荒川恒子、金澤正剛、寺本まり子、藤堂

雍子 
代表出席者：金澤正剛 (支部長) 
 

アントワープ国際大会2014年7月13日-18日 
出席者(予定): 荒川恒子、藤堂雍子、山田晴通 
代表出席者： 未定 
発表: 山田晴通氏、松江万里子氏 (ベルギー在住) 
松江万里子： An “openly hidden” musical instrument: 
the carillon as a representative musical heritage of 
the Low Countries, its history, tradition and 
characteristic features. 
山田晴通： Displaying popular music: a comparative 
study on small‐scale museums in the US and 
Japan. 

総会 2013年6月2日(日) 
場所： 東京芸術劇場ミーティングルーム 7 

2014年6月8日(日) 
場所： 東京芸術劇場ミーティングルーム 5 
 

役員会 2013年5月16日(木) (立教大学マキムホール) 
2013年7月17日(水) (東京文化会館応接室) 
2013年10月22日(火) (立教大学マキムホール) 

2014年3月28日(金) (東京文化会館応接室) 
2014年5月28日(水) (飯田橋・ルノワール) 
2014年6月8日(日) (東京芸術劇場ミーティングル
ーム)新旧合同役員会 

研究例会・集会 第54回研究例会 2013年6月2日(日) (東京芸
術劇場ミーティングルーム 7) 
1. 南葵音楽文庫貴重資料のデジタル化  

美山良夫   
2. IAML日本支部30周年記念事業「現職音楽ラ
イブラリアン研修経験に関する調査」報告と討議   
伊藤真理 (愛知淑徳大学)、加藤信哉 (筑波大学)、
松下鈞 (次世代コンテンツ推進機構) 
 
第55回研究例会 2013年11月30日(土) (東
京音楽大学付属図書館) 
コロンビア大学音楽芸術図書館 － 研究大学に
おける専門図書館の役割 (講演) E. デイヴィス
(コロンビア大学音楽芸術図書館長) 通訳・山田晴通 

第56回研究例会 2014年6月8日(日) (東京芸術
劇場ミーティングルーム 5) 
「音楽博物館」を考える 
1. 音楽図書館から音楽博物館へ － 民音音楽博
物館開館10周年を迎えて  上妻重之 (民音音楽
博物館) 

2. 音楽博物館の存立基盤を探る － ポピュラー音
楽系小規模展示施設の日米比較から  山田晴
通 (東京経済大学)  

 
第57回研究例会 秋季開催予定                                                                                       

ニューズレター 第46号 2013年2月28日 
 モントリオール国際大会報告、ほか 
第47号 2013年5月25日 

 IAML日本支部30周年記念事業報告、ほか 
第48号 2013年9月30日 
第54回研究例会報告、総会報告、ほか 

第49号 2014年1月30日 
ウィーン国際大会報告、ほか 

第50号 2014年5月25日 
第55回研究例会報告、ほか 

第51号 2014年9月30日(予定) 

ホームページ更

新 / ニューズレ
ター掲載 

更新 2013年11月10日 
ニューズレター第46号～48号掲載 

更新2014年6月6日 

その他 本部への会費送金 (2013年5月2日) 本部への会費送金 (2014年3月14日) 
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      資料②　　　　　　　　　　　　　2 0 1 3 年 決 算 書
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資料③ 　　　　　　　　2 0 1 4 年 予 算 書

前年度繰越：
現金
郵便局
 (内　会員会議参加補助基金） ¥323,000
銀行

収入：
未収会費
  2013年以前
　　　個人
　　　団体
会費2014年
　　　個人
　　　団体
会費2015年
　　　個人 個人58（内名誉会員１）

　　　団体 団体18

利息

会員会議参加補助基金

（収入小計）
収入総額
支出：
本部宛会費送金
予備費
経常経費：
RILM分担金

RILM Fontes編集委託費

大会代表派遣費 ↑2013年、14年分

関連団体会議参加費

ニューズ・レター ↑￥15,000×年3回 +α
会議費、例会費 ↓

交通費

通信費 ↑ 役員選挙に伴う事務連絡

消耗品費

雑費

アルバイト代

HP運営費

 (経常経費小計)
会員会議参加補助基金

支出総額
次年度繰越
（内本部宛会費送金＋経常経費）

(内 会員会議参加補助基金)

　　（小　計）

費　　　　　　　　　目 2014年度予算 ２013年度決算 差額 備考

　（小　計）
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国際音楽資料情報協会（IAML）日本支部規約 
2014 年 6 月 1 日現在 

 

第１条 名称

本団体は「国際音楽資料情報協会（ＩＡＭＬ）日本支部」と称する。（以下「ＩＡＭＬ日本支部」

と略称）

第２条 目的

本団体は、国際音楽資料情報協会（ＩＡＭＬ）の日本支部として、国際音楽資料情報協会が行なっ

ている国際的な事業を日本国内において推進し、その活動を支援することを目的とする。具体的に

は、以下の点が主要目的となる。

音楽および音楽資料に関係のある図書館、文書館、ドキュメンテーション・センターにおける活動

と調査研究を奨励し推進すること。さらに、この領域における諸団体および個人間の相互協力をさ

らに密接なものとすること。また、その活動成果の出版を奨励すること。

音楽図書館、文書館、ドキュメンテーション・センターのもつ文化的重要性が、日本国内において

さらに広く理解されるよう、働きかけること。

日本国内における音楽書誌、音楽ドキュメンテーション、音楽図書館学の様々なプロジェクトに関

して、それが容易に実現されるよう、支援を行なうこと。

音楽に関するあらゆる出版物および資料の入手を容易ならしめ、とくに国内および国際間における

交換・貸借を奨励すること。

本団体の活動に関連するあらゆる領域において、水準の向上を計ること。

専門的な教育と訓練とが、適切な形で、広く行われるよう、その実現につとめること。

音楽関係のあらゆる種類の資料に関する、書誌コントロールを推進すること。

あらゆる時代の音楽資料の保護および保存を支援すること。

図書館学、書誌学、古文書学、ドキュメンテーション、音楽、および音楽学の領域において、他の

諸団体と共同作業を行なうこと。

第３条 事務局

事務局の設置場所は、役員会が決定する。

第４条 会員資格

ＩＡＭＬ日本支部の会員は、個人会員と団体会員と名誉会員の３種の会員で構成される。

ＩＡＭＬ日本支部の会員は、同時に国際音楽資料情報協会（ＩＡＭＬ）の会員であり、本部と支部

の双方において選挙権をもつと同時に、本部と支部双方の公刊物を受け取ることができる。
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入会：ＩＡＭＬの活動目的に関心をもつ個人および団体は、だれでも会員となることができる。会員

としての資格は、規約によって定められた年会費を支払ったときから生じる。

第５条 会費  

ＩＡＭＬ日本支部の会計年度は、１月１日に開始し、同年の 月 日に終了する。各年度の会費は、

前年の 月 日までに納められなくてはならない。もしその年の３月１日になっても会費の納入が

ない場合は、会員としての資格を失う。支部会費の額の変更には、支部総会の承認を必要とする。

第６条 役員会

選挙選出された役員（支部長、副支部長、支部役員、事務局長）と、任命された役員（会計、事務局

メンバー）によって、役員会が組織される。

役員はその仕事にたいして報酬を受け取ることはない。ただし役員会に出席するために必要な経費は

支給される。

役員会は、１年間に最低３回は開かれなくてはならない。

役員会は、その活動内容を、毎年、支部年次総会に報告しなくてはならない。

事務局長は、年次総会および役員会の議事録を作成し、また、公的な通信事務を統括する。事務局長

は、支部の代表印鑑の管理も行なう。

会計は、出納の記録を正確につけるとともに、本部への送金を行なう。会計はまた、毎年、会計監査

に対して会計の報告をしなくてはならない。

その他、各役員が何をすべきかについては、役員会が決定する。

第７条 役員の選出と任期

支部の役員として、支部長（１名）、副支部長（１名）、支部役員（４名）、事務局長（１名）が選

挙選出される。

会計（１名）および事務局メンバー（２名）は、役員会によって指名される。

役員の選挙にあたっては、選挙委員会が招集される。選挙委員会は委員長（１名）と委員（２名）と

からなり、役員会によって指名される。選挙委員長は、会員から、候補者の推薦（自薦を含む）を広

く受け付ける。推薦は、その年の支部総会の遅くとも２ヶ月前には受付を終えねばならない。

役員候補者が必要人数だけ推薦されない場合は、選挙委員会がさらに候補者を追加推薦する。

選挙委員長は、投票用紙を会員に郵送する。投票用紙は、支部年次総会の遅くとも６週間前には発送

されなくてはならない。

投票は郵送で行なわれ、支部年次総会の遅くとも３週間前の日付の消印有効で、選挙委員長のもとに

回収される。

選挙の結果は、支部年次総会において、会員に発表される。

選挙委員長は、その年の選挙で、役員に選ばれることはできない。
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役員の任期：選出された役員の任期は３年間とする。

選挙で選出された役員（支部長、副支部長、支部役員、事務局長）は、６年をこえ、連続して役員会

の仕事をすることはできない。

会計と事務局メンバー（２名）は、任期３年とし、支部年次総会の会場で指名される。

新しく選出された役員の発表は、支部年次総会の最後に発表されるものとし、その発表の時点までは、

旧役員がその責務を遂行する。

第８条 総会 

総会は、日本支部における、最も重要な決定権を有する。

ＩＡＭＬ日本支部は、毎年、支部の年次総会を開催しなくてはならない。

会員の過半数が書面で要請した場合には、年次総会以外にも、随時総会を開かなくてはならない。

総会の日時、場所、議題は、役員会によって決められる。

総会は、会員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立する。

総会における議決は、出席者の過半数の賛成を条件とする。

第９条 委員会

必要に応じて、種々の委員会を設置することができる。

選挙委員会に関しては、第７条を参照。

選挙委員会以外に委員会を設置する場合は、支部総会における承認を必要とする。

第 条 会計監査

会計の監査は毎年行なわれなくてはならない。会計監査の委員は、役員会によって指名され、支部年

次総会の承認を経て選出される。

第 条 支部規約

ＩＡＭＬ本部の規約にしたがい、日本支部は、支部規約をＩＡＭＬ本部に提出しなくてはならない。

支部規約は、本部規約と矛盾するものであってはならない。

支部規約は、日本語と英語の２カ国語で公にされる。規約文言の解釈に問題を生じた場合には、日本

語の文言が優先する。

支部規約の改正は、支部総会において行なわれる。規約改正に関する提案は、支部総会の遅くとも２

カ月前に、役員会に提出されなくてはならない。役員会は、提出された規約改正案を、支部総会の遅

くとも６週間前には、会員に送付しなくてはならない。

付則 この規約は、 年５月 日より施行する。

付則 この規約は、 年５月 日より施行する。

付則 この規約は、 年５月 日より施行する。
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事務局だより

第 57 回研究例会「公共図書館と音楽」（予告）

　第 57 回研究例会は、11 月 29 日（土）午後２時より、

東京音楽大学付属図書館で開催されます。今回のテ

ーマは「公共図書館と音楽」。公共図書館における「音

楽」ならびに「音楽資料」に対する取り組みの実態

と課題を探ります。講師には公共図書館の現場で日々

業務に従事されている方をお迎えする予定です。本

例会は株式会社トッカータのご協力をいただきまし

た。一般の方の参加も大歓迎です。お誘い合せの上

ご参集ください。活発な議論を期待しています。プ

ログラムは下記の通り。

第 57 回研究例会「公共図書館と音楽」　

11 月 29 日（土）午後 2 時。東京音楽大学付属図書

館 5F

①報告「公共図書館における音楽資料の現状」（仮題）

②報告 ｢ 公共図書館における音楽資料書誌データに

ついて」（仮題）

③ディスカッション「どうすれば出来る ?　夢の公

共図書館！（IAML と公共図書館）」（仮題）

 　

IAML 国際大会
　本年度 IAML アントワープ国際大会は７月 18 日、

6 日間の会期を終了した。委員会では、転換期を迎

えて、山積する種々の課題について提案、検討された。
（詳細次号）

　来年の大会は 2015 年 6 月 21 日より 26 日の期

間、ニューヨークで開催される。国際音楽学会（IMS）

との合同開催で、総合テーマは「デジタル時代の音

楽研究  Music Research in the Digital Age 」である。

現在発表を募集中。受付は本年 11 月 1 日まで。詳

細は、IAML 本部サイトを参照のこと。

http://www.iaml.info/activities/conferences/call_

for_papers

　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　
支部役員会開催
　6 月 26 日（土）午後 7 時より ､　総会後最初の役

員会が開催された。前役員会からの事務引き継ぎ、

および総会で提案された今後の課題等について、2

2014 年 9 月 30 日発行
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時間半にわたって討議された。

民音音楽博物館開館 10 周年記念「音楽博物館の先覚
者－知の巨人田邊尚雄」展
　本号の上妻重之氏の報告「音楽図書館から音楽博

物館へ」でも触れられているが、民音音楽博物館は、

故田邊尚雄氏（1883-1984）の資料、遺品を田邊家

より一括受贈したことを記念して、「音楽博物館の先

覚者－知の巨人田邊尚雄」展を 9 月 6 日より開催し

ている。明治・大正・昭和の三代にわたって日本の

音楽研究を牽引してきた音楽学の泰斗・田邊尚雄の

生涯と業績を資料を通して語り、迫る。同博物館の

開館 10 周年記念事業のひとつでもある。期間は 12

月 23 日まで。入場無料。（休館日は毎週月曜日）

http://museum.min-on.or.jp/

　　

　　　　　　　　　　　「田邊尚雄展」会場エントランス

 お詫びと訂正

　前号の本欄、国立国会図書館「音楽資料・情報担当

者セミナー」の紹介記事において、講師のお名前に誤

りがありました。お詫びして訂正致します。

　　（正）畑陽一郎　　　　（誤）畑洋一

＊次号はアントワープ国際大会特集です。（編集部）


